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小　
　

序

　

十
数
年
前
に
一
念
発
起
し
、
中
国
の
古
代
に
第
一
歩
を
印
し
つ
つ
踏
み
入
っ

た
、
海
外
の
古
代
を
中
心
と
し
た
〈
ニ
ジ
〉
渉
猟
の
旅
路
よ
り
や
っ
と
母
国
・

日
本
に
帰
還
し
た
。
「
日
暮
れ
て
道
遠
し
」
、
ほ
っ
と
す
る
間
も
あ
ら
ば
こ
そ
、

懐
か
し
い
母
国
・
日
本
の
文
藝
に
お
け
る
〈
ニ
ジ
〉
探
訪
の
仕
事
に
か
か
ら
ね

ば
な
ら
な
い
。
は
た
し
て
ど
ん
な
〈
ニ
ジ
〉
が
待
ち
受
け
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。
胸
の
高
鳴
る
の
を
禁
じ
え
な
い
。
そ
し
て
、
ひ
と
わ
た
り
海
外
を
見
て
き

た
目
に
日
本
の
〈
ニ
ジ
〉
は
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
映
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
興

味
は
津
々
と
し
て
尽
き
る
こ
と
が
な
い
。

　

た
だ
こ
こ
で
、
一
つ
断
っ
て
お
き
た
い
の
は
、
前
部
・
比
較
研
究
資
料
「
通

考
」
の
所
で
も
考
察
し
て
き
た
が
、
大
和
こ
と
ば
で
い
う
〈
ニ
ジ
〉
・
ア
イ
ヌ
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
注
1
）

（
注
2
）

の
〈
ラ
ヨ
チ
〉
に
相
当
す
る
も
の
と
、
始
原
を
一
部
共
有
し
つ
つ
、
ま
た
史
上
、

時
と
し
て
混
同
し
て
認
識
さ
れ
て
き
た
も
の
に
「
龍
＝
リ
ウ
＝
リ
ュ
ウ

≒

ド
ラ

ゴ
ン　

大
和
こ
と
ば
で
い
う
タ
ツ
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
比
較
研
究
資
料
・
通

考
」
中
で
も
触
れ
て
き
た
よ
う
に
、
古
代
中
国
に
お
い
て
も
既
に
、
混
交
・
混

在
・
並
列
、
状
態
に
あ
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
を
完
全
に
視
野
に
入
れ
る
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
非
常
に
複
雑
に
な
っ
て
茶
畑
に
入
り
こ
ん
だ
よ
う
に
な
る
恐
れ
が
予
想
さ
れ

る
の
で
、
日
本
文
藝
に
お
い
て
は
、
お
お
む
ね
〈
ニ
ジ
〉
を
主
体
と
し
、
そ
れ

に
そ
の
メ
タ
フ
ァ
ー
・
見
立
て
的
表
現
に
な
る
も
の
、
異
名
と
思
わ
れ
る
も
の

を
加
え
、
「
龍
」
系
の
方
は
必
要
に
応
じ
補
助
的
に
調
査
・
注
考
を
試
み
る
こ
と

と
す
る
。

　

そ
の
記
述
の
体
裁
は
、
お
お
む
ね
第
Ⅰ
部
の
そ
れ
に
な
ら
い
つ
つ
、
同
時
に

同
部
・
資
料
な
ら
び
に
私
註
と
関
連
づ
け
つ
つ
、
ま
た
作
品
の
表
現
と
絡
ま
せ

つ
つ
、
比
較
文
化
的
視
点
よ
り
の
も
の
を
主
と
し
た
私
註
的
〔
考
〕
察
を
加
え

て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

（
注
1
）
〈
ニ
ジ
〉
的
要
素
に
、
「
雷
」
＋
「
電
光
」
的
要
素
が
加
わ
っ
て
ワ
ン
セ
ッ

　

ト
と
な
り
、
文
化
的
に
は
別
系
的
に
進
展
・
成
長
を
遂
げ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
九
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（
注
2
）
日
本
で
は
．
「
龍
」
の
和
名
が
「
タ
ツ
」
で
あ
り
、
〈
ニ
ジ
〉
の
た
つ
〈
瀧
〉

　
　

に
「
龍
神
」
様
を
祀
っ
た
り
〈
ニ
ジ
〉
の
出
現
を
「
ニ
ジ
が
タ
ツ
」
と
い
っ

　
　

た
り
、
そ
の
「
タ
チ
モ
ノ
」
が
〈
ニ
ジ
〉
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
り
、
か
な
り

　
　

の
混
乱
が
み
ら
れ
る
。
因
み
に
〈
ニ
ジ
〉
と
「
ヘ
ビ
」
と
も
同
様
な
関
係
が

　
　

見
ら
れ
、
「
金
の
た
ま
る
財
布
」
に
お
い
て
混
交
す
る
。
「
ヘ
ビ
の
皮
を
入
れ

　
　

た
財
布
は
お
金
が
た
ま
る
」
＝
「
〈
ニ
ジ
〉
の
五
色
ま
た
は
七
色
の
帯
の
あ
る

　

財
布
は
お
金
が
た
ま
る
」
と
の
俗
信
が
現
に
あ
る
。

　
　

《
参
考
》

○

○

　
　
〔
倭
名
類
聚
抄
十
九

龍
魚

〕
龍

　文
字
集
略
云
、
龍
力
鍾
反
、

名
太
都
。

和

四
足
五
采
、
甚

　
　

有
二
神
靈
一
者
也
、
白
虎
通
云
、
鱗
蟲
三
百
六
十
六
而
龍
爲
二
之
長
一
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

〔
延
喜
式
に
二
十
一

治
部

〕
祥
瑞

○

○

　
　

龍
被
ニ
五
色
一
以
遊
、

明
、
能
小
能
大
、

能
幽
能

○
中
略

　

右
大
瑞

1
5
1
0

381
U
k
〓
m
p
〓
s
h
k
a
〓
n
k
u
r

a
〓
r
k
o
t
〓
m
k
a

r
〓
n 

t
〓
i
k
a
t
a

ハ
は
ヒ　

r
a
y
〓
c
h
i
r
〓
u 

n
e

i
k
〓
r
k
a
s
h
i
k
e

k
o
t
〓
m
e
t
〓
y
e
,

K
a
s
h
i
r
a
r
i
（
1
）

U
k
〓
m
p
e
s
h
k
a 

w
a

k
a
m
〓
i 

〓
k 

h
u
m

ウ
カ
ム
ペ
シ
カ
び
と

な
る
ら
し
く

お降
り
き
た
る
と
共
に

虹
霓
の
う
ね
り
を
成
し
て

わ
が
上
へ

太
刀
を
引
き
た
り
。

す
ぐ
續
き
て

ウ
カ
ム
ペ
シ
カ
よ
り

神
の
來
る
音

　（1）(2)

1
5
4
0

3
0
9
0

t
〓
r
i
m
i
m
s
e
,

r
e
p
〓
n
k
u
r 

y
〓
p
i

k
〓
r
k
a
s
h
i
k
e

n
i
s
h
p
a 

s
u
y
〓
p

r
a
y
〓
c
h
i
r
〓
u 

n
e

k
o
r
〓
u
k
o
s
〓
n
u
.

　S
h
i
n
〓 

〓
k
k
a
y
o

a
n
〓
p 

n
e 

k
〓
r
k
a

a
-
t
〓
n
a
s
h
-
s
h
u
y
〓
p

r
a
y
〓
c
h
i
r
〓
u
n
e
.

u
t
〓
r
a
t
〓
r
a

a
t
〓
k
-
u
t
〓
r
u

a
t
〓
m
-
u
t
〓
r
u

c
h
i
p
e
s
h
i
s
h
p
〓
r
e
p
a
.

鳴
り
と
よ
み
て

沖
つ
國
の
兄

が
上
へ

首
領
の
振
る
太
刀

虹
の
如
く
う
ね
り
て

う
ね
り
落
つ
。

五
〇

（
味
方
は
）
た

ゞ
ひ
と
り
の
男

に
我
あ
れ
ど

わ
が
迅
く
振
る
太
刀

虹
の
う
ね
る
如
く
に
て
、

相
共
に
（
彼
等
は
）

わ
が
手
の
ひ
ま
を

わ
が
太
刀
の
ひ
ま
を

水
の
如
く
に
抜
け
て
逃
ぐ
。

（3）

　
　
　
　
　
　

（
注
2
）

私
註
〔
一
〕
Y
u
k
a
r
（
ユ
ー
カ
ラ
）
〔
二
〕
「
虎
杖
丸
の
曲
」
（
①
連
＝
1
5
1
0
～

1
5
1
5
行
、
②
連
＝
1
5
3
2
〜
1
5
4
0
行
、
③
連
＝
3
0
8
3
～
3
0
9
0
行
）
〔
三
〕
Y
u
k
a
r

ア
イ
ヌ
口
承
・
英
雄
詞
曲
〔
四
〕
成
立
＝
八
世
紀
〜
十
三
世
紀
ご
ろ
、
以
降

（
知
里
真
志
保
説
）
〔
五
〕
伝
承
者
＝
沙
流
の
ワ
カ
ル
パ
+
新
平
賀
の
九
十
媼

ウ
テ
カ
ン　

記
述
者
＝
金
田
一
京

助
〔
六
〕
金
田
一
京
助
著
『
ア
イ
ヌ
叙
事

詩　

ユ
ー
カ
ラ
の
研
究
』
第
二
冊
（
昭
6
、
東
洋
文
庫
）
〔
七
〕
①
＝
P
3
2
9
〜

3
3
0　

②
＝
P
3
3
1　

③
＝
P
4
1
5
～
4
1
6

〔
考
〕
成
立
は
知
里
説
に
よ
る
と
〔
四
〕
の
如
く
で
あ
る
が
、
「
ユ
ー
カ
ラ
を

単
な
る
民
族
的
英
雄
説
話
と
し
て
歴
史
的
事
実
の
裏
付
け
な
ど
認
め
な
い
」

金
田
一
説
も
あ
る
。
知
里
説
は
「
北
海
道
を
本
拠
と
す
る
ヤ
ウ
ン
・
ク
ル
（
内
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陸
人
、
北
海
道
本
島
ア
イ
ヌ
）
と
大
陸
の
方
か
ら
海
を
越
え
て
や
っ
て
き
て
、

北
海
道
の
日
本
海
岸
の
中
部
か
ら
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
岸
の
各
地
に
橋
頭
堡
を
確

保
し
て
住
ん
で
い
た
レ
プ
ン
・
ク
ル
（
渡
来
の
異
民
族
）
と
の
民
族
的
な
戦

争
の
物
語
（
実
戦
の
物
語
）
と
し
、
ユ
ー
カ
ラ
の
内
容
を
な
す
民
族
的
な
葛

藤
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
式
文
化
が
本
土
海
岸
に
栄
え
た
年
代
（
今
か
ら
凡
そ
一

三
〇
〇
〜
八
〇
〇
年
前
の
五
百
年
間
）
で
、
ユ
ー
カ
ラ
が
文
学
と
し
て
成
立

す
る
の
は
、
そ
の
以
後
で
、
民
族
の
苦
難
を
克
服
し
て
意
気
軒
昂
た
る
平
和

建
設
の
時
代
で
あ
っ
た
。
」
（
久
保
寺
逸
彦
著
『
ア
イ
ヌ
の
文
学
』
に
よ
る
）

と
す
る
。
本
土
に
お
け
る
軍
記
物
語
『
平
家
物
語
』
等
の
ケ
ー
ス
を
思
い
浮

か
べ
れ
ば
一
応
納
得
が
い
く
。
ま
た
、
新
谷
行
は
、
「
…
…
体
験
を
通
し
て
創

造
さ
れ
た
物
語
で
あ
る
」
と
し
な
が
ら
も
『
ユ
ー
カ
ラ
の
世
界
ー
ア
イ
ヌ

復
権
の
原
点
─
』
（
昭
4
9
・
角
川
書
店
）
中
に
「
た
だ
、
こ
こ
で
も
う
少
し

考
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
一
つ
は
擦
文
文
化
ー
ア
イ
ヌ
の
文
化

─
の
前
身
と
考
え
ら
れ
て
い
る
北
海
道
の
縄
文
文
化
が
、
一
方
で
は
本
州

の
縄
文
文
化
に
関
連
が
あ
り
、
一
方
で
は
琥
珀
の
首
飾
（
約
二
千
数
百
年
前

の
も
の
と
い
わ
れ
る
）
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
陸
と
大
い
に
関
連
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

　
　
　

、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
擦
文
文
化
そ
の
も
の
が
本
州

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、　

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、

北
端
に
明
ら
か
に
そ
の
痕
跡
を
残
し
、
本
州
と
の
関
連
に
お
い
て
近
畿
地
方

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、

に
国
家
を
作
っ
た
大
和
朝
廷
の
北
辺
侵
略
が
気
に
な
る
。
大
陸
と
の
関
連
に

つ
い
て
い
え
ば
、
考
古
学
者
は
琥
珀
文
化
の
一
方
的
な
北
海
道
流
入
を
考
え

て
い
る
よ
う
だ
が
、
一
方
的
な
流
入
と
い
う
よ
り
、
わ
れ
わ
れ
が
現
在
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

　
　

、

　
　

、

ら
れ
得
る
よ
り
も
っ
と
大
き
な
、
い
わ
ば
先
史
時
代
的
宇
宙
感
覚
で
大
陸
と

、　
　

、　
　

、

の
交
流
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
…
…
少
な
く
と
も
こ

こ
で
は
、
ユ
ー
カ
ラ
の
世
界
が
そ
う
い
う
大
き
な
宇
宙
感
覚
で
展
開
さ
れ
、

　
　
　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　
　
　
　

、

あ
る
い
は
先
史
時
代
的
記
憶
が
断
片
的
な
結
晶
と
な
っ
て
ユ
ー
カ
ラ
の
中
に

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、　
　

、

混
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
喚
起
し
て
お
き
た
い
の
で
あ
る
。
」
と
の
指
摘
は
、

〈
ニ
ジ
＝
ラ
ヨ
チ
r
a
y
o
c
h
i
〉
を
考
え
る
と
き
傾
聴
に
値
す
る
。

　

ア
イ
ヌ
は
、
人
類
学
上
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
種
の
一
分
脈
に
蒙
古
人
種
の

血
を
混
え
た
も
の
」
（
『
広
辞
苑
』
）
で
あ
る
が
、
わ
が
国
の
歴
史
上
で
は
、
エ

ミ
シ
・
エ
ゾ
・
エ
ビ
ス
、
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
大
和
朝
廷
の
北
辺
侵
略
に
つ

い
て
は
、
『
日
本
書
紀
』
に
安
倍
比
羅
夫
遠
征
の
記
事
、
斉
明
天
皇
四
年
〜
六

年
（
6
5
6
〜
6
5
8
）
が
あ
り
、
津
軽
海
峡
を
渡
っ
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
が
、

各
地
の
蝦
夷
を
征
服
し
、
降
服
し
た
も
の
の
中
で
は
、
七
月
に
は
蝦
夷
二
百

人
が
朝
献
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
イ
ヌ
文
化
の
接
触
は
、
文
献
的
に
も

確
か
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
ア
イ
ヌ
は
、
鮭
を
と
っ
た
り
農
耕
も
少

し
は
す
る
が
、
狩
猟
生
活
を
主
と
し
、
文
字
を
持
た
な
い
が
、
ア
イ
ヌ
語
は
、

言
語
学
者
に
よ
れ
ば
、
系
統
的
に
は
古
ア
ジ
ア
語
群
P
a
l
e
o
-
A
s
i
a
t
i
c 

G
r
o
u
p 

o
f

L
a
n
g
u
a
g
e
s

に
属
し
、
ア
メ
リ
カ
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
・

．

エ
ス
キ
モ
ー
・
ア
リ
ュ
ー

ト
（
以
上
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
）
、
チ
ュ
ク
チ
、
カ
ム
チ
ャ
ダ
ー
ル
・
コ
リ
ヤ
ー

ク
、
ユ
カ
ギ
ー
ル
（
以
上
、
北
東
ア
ジ
ア
）
等
の
言
語
と
親
縁
関
係
に
あ
る

と
見
な
さ
れ
、
形
態
的
に
は
、
抱
合
語
と
か
、
輯
合
語
と
呼
ば
れ
、
動
詞
活

用
が
最
も
変
化
に
富
み
、
こ
れ
に
主
格
の
人
称
接
辞
や
目
的
格
の
人
称
接
辞

が
つ
き
、
さ
ら
に
、
副
詞
や
名
詞
ま
で
も
、
そ
の
動
詞
を
中
核
と
し
て
抱
合

さ
れ
て
、
一
語
さ
な
が
ら
一
文
を
な
す
と
い
う
珍
し
い
型
の
も
の
と
し
て
、

お
よ
そ
日
本
語
な
ど
と
は
縁
遠
い
言
語
と
考
え
ら
れ
て
い
る
」
（
久
保
寺
逸
彦

著
『
ア
イ
ヌ
の
文
学
』
の
序
よ
り
）
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
、
〈
ニ

ジ
〉
系
の
、
朝
鮮
・
沖
縄
や
日
本
本
土
と
は
異
な
る
の
で
あ
る
。
と
す
る
と
、

〈
ラ
ヨ
チ
〉
は
、
本
土
に
み
ら
れ
る
〈
ヲ
ロ
チ
〉
系
─
先
史
時
代
の
残
留
、

あ
る
い
は
大
和
朝
廷
と
の
交
流
に
よ
る
─
と
同
根
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
め
の
む
ら
く
も
の
つ
る
ぎ

マ
タ
の
〈
ヲ
ロ
チ
〉
の
し
っ
ぽ
か
ら
出
て
き
た
「
天
叢
雲
剣
」
が
憑
神
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
た
ど
り
ま
る

剣
で
あ
る
如
く
、
こ
の
物
語
の
題
名
の
「
虎
杖
丸
ク
ポ
ネ
シ
リ
カ
」
も
英
雄

ポ
イ
ヤ
ウ
ン
ペ
の
危
機
を
救
う
憑
神
の
宝
剣
で
あ
る
。

（
注
３
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
一



茂恭野荻

　

そ
し
て
、
「
知
里
氏
の
『
ア
イ
ヌ
に
伝
承
さ
れ
る
歌
舞
詞
曲
に
関
す
る
研

究
』
に
よ
れ
ば
、
虹
も
ま
た
魔
物
と
考
え
ら
れ
、
人
を
見
る
と
追
い
か
け
て

く
る
こ
と
が
あ
り
、
虹
に
追
わ
れ
た
者
は
仮
に
助
か
っ
て
も
貧
乏
に
な
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

注

4

）

い
わ
れ
る
。
虹
（
ラ
ヨ
チ
）
は
も
と
と
も
天
を
支
配
す
る
神
の
妹
で
あ
っ
た

が
、
エ
シ
ム
ケ
プ
と
い
う
も
の
を
本
当
は
白
い
蕁
麻
で
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
、
い
ろ
い
ろ
な
色
の
布
を
集
め
て
作
っ
た
の
で
そ
の
罰
と
し
て
魔

神
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
い
わ
れ
る
。
」
（
新
谷
行
著
『
ユ
ー
カ
ラ
の
世

界
』
）
そ
う
で
あ
る
。
「
虹
（
ラ
ヨ
チ
）
」
は
、
♀
（
妹
）
と
な
っ
て
い
る
か
ら

中
国
風
に
い
え
ば
「
蜺
（
霓
）
」
で
あ
ろ
う
。
金
田
一
の
①
の
訳
は
「
虹
霓
の

う
ね
り
を
成
し
て
」
と
、
こ
の
こ
と
に
は
あ
ま
り
と
ら
わ
れ
て
い
な
い
よ
う

で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
虹
が
魔
物
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
説
話
は
、
あ
る
時
期

以
降
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
（
善
）
神
と
魔
神
の
対
立
す
る
シ
ャ
ー

マ
ニ
ズ
ム
的
二
元
観
成
立
以
降
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
以
前
、
遙
か
遠
い

先
史
時
代
の
痕
跡
と
し
て
は
、
善
神
・
魔
神
を
総
括
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う

な
〈
神
秘
的
な
力
〉
で
は
な
か
っ
た
か
。
本
土
に
残
留
す
る
〈
ヲ
ロ
チ
〉
（
本

土
で
の
別
語
、
「
ヘ
ミ
（
ビ
）
」
・
「
ノ
ジ
（
ニ
ジ
）
」
を
指
す
）
と
同
類
の
。
①

　
　
　
　

、　
　

、　
　

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、　
　

、　
　

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

「
虹
霓
の
う
ね
り
を
成
し
て
」
、
②
「
虹
の
ご
と
く
う
ね
り
て
」
、
③
「
虹
の
う

、
　
　
　

、

ね
る
ご
と
く
に
て
」
、
の
（
敵
味
方
両
方
の
）
太
刀
の
動
き
の
比
喩　

①
＝

メ

タ
フ
ァ
ー
的　

②
③
＝
シ
ミ
リ
ー
）
に
よ
る
修
辞
の
彼
方
に
そ
れ
を
透
視
で

き
る
よ
う
に
思
え
る
。
そ
れ
は
狩
猟
生
活
中
に
目
に
す
る
「
う
つ
し
み
の
い

　

、

の
ち
」
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
比
喩
が
使
用
さ
れ
る
の
は
、
対
象
に
物

凄
い
怒
り
憎
し
み
を
抱
い
て
太
刀
を
振
り
お
ろ
す
場
面
に
限
る
の
で
あ
っ
て
、

黄
金
の
ラ
ッ
コ
を
追
い
つ
つ
太
刀
を
振
り
お
ろ
す
よ
う
な
場
面
に
は
使
わ
れ

て
い
な
い
事
か
ら
も
納
得
さ
れ
る
。
（
例
、
1
0
8
0
行
前
後
）

　
　

（
注
５
）　
　
　

　

満
州
語
に
、
「
N
i
o
r
o
n

に
じ
〔
1

．
天
文
五
：
虹
霓
〕
─
g
o
c
i
n
g
g
a 

l
o
h
o
刄

光
虹
の
如
く
流
れ
散
る
刀
〔
補
1
．
軍
器
一
:
流
虹
刀
〕
N
i
o
r
o
n
g
g
o 

d
a
b
t
a
n
g
g
a

五
二

l
o
h
o
刄
光
虹
の
如
き
刀
〔
補
1
．
軍
器
一
：
粉
練
刀
〕
」
と
い
う
の
が
み
ら

れ
る
が
、
地
理
的
状
況
か
ら
し
て
も
、
先
史
時
代
に
何
ら
か
の
交
流
が
あ
っ

た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
先
引
「
虹
説
話
」
中
、
「
虹
に
追
わ
れ
た
者
は
仮
に
助
か
っ
て
も
貧
乏

に
な
る
」
と
い
う
の
は
、
中
国
の
吐
金
説
話
や
西
洋
や
日
本
各
地
に
見
ら
れ

る
虹
脚
埋
宝
説
話
と
対
極
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
呪
文
に
よ
っ
て
解

消
さ
れ
た
と
し
て
も
、
積
極
的
夢
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
「
い
ろ
い

ろ
な
色
の
布
」
は
、
い
わ
ゆ
る
「
虹
色
」
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

（
注
1
）
服
部
四
郎
論
『
ア
イ
ヌ
語
方
言
辞
典
』
（
昭
3
9
、
岩
波
書
店
）
に
よ
る
と
、

　
　

（
C
h
i
は
c
i

表
記
に
な
っ
て
い
る
が
、
）「
r
a
w
o
c
i
」
は
美
幌
方
言
、「
r
a
o
c
i
」
は

宗
谷
方
言
、
「
r
a
y
〓
c
i
」
は
、
幌
別
・
沙
流
・
帯
広
・
旭
川
・
名
寄
方
言
、

「
r
a
y
o
c
i

」
は
樺
太
（
ラ
イ
チ
シ
カ
）
方
言
、
「
r
a
y
u
c
i
」　
は
八
雲
方
言
、
「
r
a
y
u
n
c
h
i
」

　
　

は
千
島
方
言
、
と
あ
る
。

（
注
2
）
Y
u
k
a
r
の
語
源
は
、
i
-
u
k
a
r
（
i
「
物
を
・
事
を
」
、
u
k
a
r
「
互
い
に
な
す
」
）

で
、
詞
曲
の
ヒ
ー
ロ
ー
の
言
動
を
、
伝
承
者
が
、
言
葉
を
も
っ
て
模
倣
し
再

　

現
す
る
意
味
で
あ
ろ
う
。
─

（
久
保
寺
逸
彦
『
ア
イ
ヌ
の
文
学
』
《
岩
波
書

　

店
》
よ
り
）
そ
の
発
生
は
石
狩
川
付
近
と
い
う
。

（
注
3
）
同
様
な
見
解
が
、
柴
田
治
呂
著
『
カ
ム
イ
か
ら
神
ヘ
─
ア
イ
ヌ
語
は
日

　

本
語
の
源
流
だ
っ
た
』
（
平
3
、
筑
摩
書

房
）
に
み
ら
れ
る
。

（
注
4
）
ラ
ヨ
チ
r
a
y
o
c
h
i
が
、
天
神
の
「
妹
」
で
あ
る
こ
と
は
、
中
国
の
伏
羲
と

女
媧
と
の
関
係
に
類
似
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ラ
ヨ
チ
と
女
媧
と
は
「
妹
」
と

い
う
点
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
。
（
「
女
媧
─
〔
媧
〕
音
瓜
。
伊
川
先
生

曰
。
婦
居
尊
位
。
或
云
。
女
媧
氏
伏
羲
妹
也
。
」
（
『
十
八
史
略
』
巻
之
一
─

　

《
『
漢
文
大
系
』
五
、
新
文
豊
出
版
公
司
》
ま
た
、
「
伏
羲
の
后
と
も
妹
と
も
伝

　
　

え
ら
れ
て
い
る
。
」
《
近
藤
春
雄
『
中
国
学
芸
大
事
典
』
》
）
と
す
る
と
、
〔
考
〕

中
所
引
の
新
谷
行
説
、
す
な
わ
ち
「
先
史
時
代
的
宇
宙
感
覚
で
大
陸
と
の
交

　

流
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
」
が
、
に
わ
か
に
気
に
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な
っ
て
く
る
。
一
応
、
こ
の
説
を
許
容
し
た
と
す
れ
ば
、
伏
羲
と
女
媧
と
は
、

　

王
墓
（
＝
7
《
注
1
》
）
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
人
身
蛇
尾
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

　
　
　

、

　
　

「
蛇
性
」
が
濃
厚
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
や
は
り
ラ
ヨ
チ
も
又
「
虹
蜺
の
う
ね

　

り
」
の
表
現
の
ご
と
く
「
蛇
性
≒
ヲ
ロ
チ
」
で
あ
ろ
う
。

（
注
5
）
羽
田
亨
編
『
滿

和辭
典
』
（
昭
4
7
、
国
書
刊
行
会
）
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n
e
h
i
k
o
r
a
c
h
i

k
a
n
e 

s
h
i
n
t
a

s
h
i
n
t
a 

k
a 

w
a

u
s
a
t 

r
a
y
o
c
h
i

c
h
i
-
h
o
p
u
n
i
r
e

　
s
h
i
r
k
i 

a
w
a
,

　Sa
m
a
i
-
u
n
-
k
u
r

k
o
r 

k
o
t
a
n
u

k
o
t
a
n
-
p
a
k
e
h
e

k
o
t
a
n
-
k
e
s
e
h
e

n
u
i
-
k
o
-
t
e
r
k
e

n
e
a 

k
o
t
a
n

k
o
t
a
n 

u
n
a
h
i

u
h
u
i 

n
i
c
h
i
c
h
a

c
h
i
-
h
e
t
u
k
u
r
e

a
s
h 

r
u
o
k
a

n
u
k
a
r 

k
a
n
e 

k
o
r

R
i
k
u
n
-
k
a
n
t
o 

t
a

忽
ち
に
し
て

こ
が
ね

黄
金
の
神
駕

神
駕
の
上
よ
り

焔
の
虹

燃
え
立
ち

た
れ
ば
、

サ
マ
イ
ウ
ン
ク
ル
の

し領
る
村
は

村
上
よ
り

村
下
へ

焔
燃
え
移
り
行
き

そ
の
村
の

村
居
の
跡
に
は

焼
け
柱

残
り
立
つ
の
み

我
が
後
を

見
つ
つ

天
つ
空
な
る

a
-
u
n
-
c
h
i
s
e 

t
a

i
k
e
s
u
i
-
a
n 

w
a

　a
r
a
p
a
-
a
n 

r
u
w
e
.

わ
が
棲
家
に

憤
り
っ
つ

帰
り
来
れ
り
。

私
註
〔
一
〕
Y
u
k
a
r「
（
ユ
ー
カ
ラ
）
〔
二
〕
雷
神
K
a
n
n
a
-
k
a
m
u
i
自
叙
の
神
謡

〔
三
〕
K
a
m
u
i 

Y
u
k
a
r

ア
イ
ヌ
ロ
承
・
神
謡
〔
四
〕
？
〔
五
〕
記
述
者
＝
久
保

寺
逸
彦
〔
六
〕
久
保
寺
逸
彦
著
『
ア
イ
ヌ
の
文
学
』
─
岩
波
新
書
9
3
9
─

（
昭
5
2
、
岩
波
書
店
）
〔
七
〕
P
1
3
5
〜
1
3
6
〔
八
〕
こ
の
神
謡
の
筋
は
、
雷
神
が
、

人
間
の
世
界
を
見
物
に
赴
き
、
沙
流
川
沿
い
に
あ
る
ア
イ
ヌ
ラ
ッ
ク
ル
の
村

と
サ
マ
イ
ウ
ン
ク
ル
の
村
を
訪
れ
る
。
ア
イ
ヌ
ラ
ッ
ク
ル
の
村
で
は
、
村
長

の
命
を
村
人
が
よ
く
守
っ
て
、
家
の
中
に
入
っ
て
謹
ん
で
い
る
が
、
サ
マ
イ

ウ
ン
ク
ル
の
村
で
は
、
同
じ
く
村
長
の
命
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不

敬
な
振
る
舞
い
を
し
た
女
が
二
人
い
た
の
で
、
〈
雷
神
は
怒
っ
て
〉
、
こ
れ
を

罰
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

〔
考
〕
雷
神
の
物
凄
い
怒
り
を
表
現
す
る
所
に
〈
虹
〉
が
援
用
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
神
駕
の
上
か
ら
燃
え
た
っ
た
焔
の
〈
虹
〉
が
、
村
上
よ
り
村
下
へ

と
、
め
ら
め
ら
と
長
々
と
燃
え
移
っ
て
行
き
、
村
を
焼
き
尽
く
す
。
そ
の
さ

ま
は
、
ま
さ
に
〈
ラ
ヨ
チ
〉
の
行
状
で
あ
る
。
あ
る
い
は
〈
ヲ
ロ
チ
〉
の
よ

う
な
行
状
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
人
を
畏
怖
さ
せ
る
べ
き
太
古
的
怪
威
神

威
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
落
雷
現
象
の
中
に
〈
ラ
ヨ
チ
〉
を
詠
み

込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
詩
に
神
謡
と
し
て
の
「
力
」
と
「
生
動
感
」
を

付
与
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
前
掲
英
雄
詩
曲
中
の
「
虹
霓
の
う

ね
り
を
な
し
て
」
「
虹
の
如
く
う
ね
り
て
」
と
共
通
す
る
面
も
あ
る
が
、
そ
の

景
の
大
き
さ
ゆ
え
、
そ
の
大
蛇
的
イ
メ
ー
ジ
は
、
神
謡
ら
し
く
よ
り
強
大
で

あ
る
。
そ
し
て
、
〈
虹
＝
ラ
ヨ
チ
〉
は
、
〈
雷
電
〉

と
、
密
接
な
関
係
を
保
っ

て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

五
三
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そ
し
て
何
よ
り
も
、
こ
の
地
方
色
豊
か
で
、
狩
猟
者
的
感
覚
と
シ
ャ
ー
マ

ニ
ズ
ム
的
世
界
を
基
盤
と
し
つ
つ
、
「
咽
せ
返
る
様
な
異
教
の
匂
い
」
（
金
田

一
『
ユ
ー
カ
ラ
概
説
』
）
を
放
つ
「
ユ
ー
カ
ラ
」
も
、
他
な
ら
ぬ
日
本
古
典
文

藝
の
一
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
り
、
成
立
時
は
と
も
あ
れ
、
作
品
中
に
は
先
史
時
代

の
痕
跡
を
内
臓
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
一
つ
を
、
い
み
じ
く
も
「
r
a
y
o
c
h
i

の
う
ね
り
」
に
見
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
ユ
ー
カ
ラ
の
〈
虹
〉
の
類
型
的
な
も
の
を
、
「
虹
と
日
本
児
童
文

藝
」
中
、
「
昔
話
─
①
」
（
資
料
）
と
し
て
掲
げ
小
考
を
付
し
た
。

391

偖
て
虹
に
関
す
る
琉
球
諸
島
の
方
言
を
調
べ
て
見
る
と
、
凡
そ
三
種
の
形
式
が

あ
る
。
其
の
第
一
は
ニ
ジ
形
式
の
語
で
、
第
二
は
天
に
棲
息
す
る
動
物
と
す
る

形
式
の
語
、
第
三
は
雨
に
関
係
あ
る
も
の
と
す
る
形
式
の
語
で
あ
る
。
是
等
の

中
最
も
多
く
用
ゐ
ら
る
ゝ
も
の
は
第
一
形
式
の
語
で
、
他
の
第
二
、
第
三
形
式

の
語
は
比
較
的
に
尠
い
。
今
便
宜
上
第
二
、
第
三
形
式
の
語
か
ら
述
べ
る
。

第
二
形
式
の
語
の
例
を
求
め
る
な
ら
ば
、
宮
古
島
の
テ
ィ
ン
・
バ
ウ
〔
t
i
m
-
b
a
v
u

〕

と
、
小
浜
島
の
チ
ネ
ー
・
ミ
マ
ン
チ
ィ
〔
t
i
n
e
〓
-
m
i
m
a
n
t
s
i
〕
と
で
あ
る
。前
者

は
て
ん
へ
び
（
天
蛇
）
の
意
味
で
、
後
者
は
「
天
の
蚯
蚓
」
と
云
ふ
意
味
で
あ

る
。
両
者
共
動
物
は
違
っ
て
ゐ
る
が
、
其
の
形
状
の
酷
似
し
て
居
る
所
に
同
様

な
感
覚
の
存
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
宮
古
島
に
は
素
よ
り
蛇
は

棲
息
し
て
ゐ
な
い
。
併
し
な
が
ら
蛇
に
対
す
る
民
族
的
意
識
と
理
解
と
は
充
分

之
を
有
し
て
居
る
。
こ
れ
あ
る
が
為
に
頭
上
高
く
弓
張
る
虹
を
見
て
「
天
蛇
」

と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
又
こ
れ
の
み
な
ら
ず
、
宮
古
島
に
は
蛇
に
対
す
る
信
仰

が
大
い
に
行
は
れ
て
ゐ
る
。
御
嶽
（
神
社
）
の
主
神
に
さ
え
之
を
祀
り
、
而
し

五
四

て
こ
れ
に
は
三
輪
山
伝
説
に
酷
似
し
た
話
が
あ
る
。
小
浜
島
の
「
天
の蚯
蚓

」

と
見
た
の
も
甚
だ
面
白
い
こ
と
で
、
蚯
蚓
の
中
で
も
殊
に
大
蚯
蚓
は
其
の
肌
色

の
奇
し
き
迄
に
虹
色
を
帯
び
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
是
等
は
何
れ
も
動
物
の
種

類
に
拠
ら
ず
し
て
全
く
其
形
態
或
は
色
彩
等
に
感
じ
を
得
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ラ
グ
ス
ク

　

次
に
第
三
形
式
の
語
は
、
新
城
島
の
ア
ミ
・
フ
ァ
イ
・
ム
ヌ
〔
a
m
i
-
f
a
i
-
m
u
n
u

〕

與
那
国
島
の
ア
ミ
・
ヌ
ミ
ャ
ー
〔
a
m
i
-
n
u
m
'
a
〓
〕
等
で
あ
る
。
前
者
は
「
雨
を

食
ふ
者
」
、
後
者
は
「
雨
を
飲
む
者
」
と
云
ふ
意
味
で
あ
る
。
「
食
ふ
」
と
云
ふ

こ
と
は
必
ら
ず
し
も
固
形
物
の
場
合
の
み
に
限
ら
な
い
。
液
体
の
場
合
に
も
用

ゐ
て
ゐ
る
。
例
え
ば
飲
酒
家
を
サ
キ
・
フ
ァ
イ
ヤ
ー
と
云
ふ
が
如
き
で
あ
る
。

こ
れ
は
「
酒
食
ふ
者
」
と
云
ふ
意
味
で
あ
る
。
而
し
て
雨
を
飲
み
、
雨
を
食
ふ

者
と
考
へ
る
こ
と
は
矢
張
り
虹
を
動
物
視
し
て
ゐ
る
訳
で
あ
る
。
そ
う
し
て
是

等
の
言
葉
の
裏
面
に
隠
れ
て
居
る
動
物
は
何
で
あ
る
か
、
新
城
島
に
て
は
雨
が

降
ら
う
と
し
て
降
ら
な
け
れ
ば
、
虹
が
喰
っ
た
と
云
ひ
又
其
虹
は
大
龍
の
化
身

で
あ
る
と
信
じ
、
更
に
大
龍
は
蛇
の
千
年
の
歳
月
を
経
過
し
た
も
の
だ
と
い
っ

て
ゐ
る
。
序
に
石
垣
島
の
俗
信
仰
で
は
雨
を
飲
む
と
云
ふ
よ
り
も
寧
ろ
、
河
海

井
戸
等
の
水
を
飲
み
干
す
も
の
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
も
或
は
天
蛇
と
見
て

ゐ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
兎
に
角
何
れ
に
せ
よ
、
是
等
の
島
人
の
間
に
は
虹
を

荘
厳
な
る
も
の
、
神
聖
な
る
も
の
と
観
て
ゐ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

最
後
に
第
一
形
式
の
語
は
、
北
は
大
島
よ
り
南
は
八
重
山
ま
で
、
琉
球
全
島

に
亙
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

私
註
〔
一
〕
沖
縄
諸
島
の
〈
ニ
ジ
〉
〔
二
〕
「
虹
考
」
中
（
九
）
〔
三
〕
論
文

〔
四
〕
大
正
十
四
年
八
月
〔
五
〕
宮
良
當

壯
〔
六
〕
『
國
學
院
雑
誌
』
3
1
巻
8

号
〔
七
〕
P
4
8
・
4
9
〔
八
〕
沖
縄
諸
島
の
文
化
は
、
特
に
古
代
日
本
の
文
藝

に
色
濃
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
、
又
は
底
流
に
共
通
の
も
の
が
見
ら
れ
る
、

こ
と
は
、
現
在
で
は
ほ
ぼ
定
説
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
第
一
次
文
献
で
は
な
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い
が
、
調
査
時
が
大
正
期
で
あ
り
、
比
較
的
古
態
を
温
存
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
沖
縄
諸
島
の
言
語
を
中
心
と
し
て
研
究
さ
れ
た
、
宮
良
当
壮
論
文
「
虹

考
」
の
一
部
を
抄
出
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
日
本
文
藝
を
考
え
る
上
で
の
、

一
つ
の
よ
す
が
と
し
た
。
元
稿
中
の
旧
漢
字
は
常
用
漢
字
に
改
め
た
も
の
も

あ
る
。

〔
考
〕
第
三
形
式
の
〈
ニ
ジ
〉
は
、
水
を
「
飲
む
」
と
い
う
点
で
は
、
シ
ベ
リ

ア
の
伝
説
（　

参
照
）
や
、
古
代
中
国
の
、
遙
か
殷
代
（
1
3
0
0
B
.
C
ご
ろ
）

の
甲
骨
文
字
に
既
に
見
ら
れ
（
１
私
注
参
照
）
、
古
代
朝
鮮
半
島
の
『
三
国
史

記
』
中
の
「
白
虹
飲
干
宮
井
」
（　

参
照
）
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
、
い
わ
ゆ
る

奴
隷
海
岸
地
方
に
住
む
ヨ
ル
バ
族
（
Y
o
u
r
b
a
）
の
「
虹
蛇
（
r
a
i
n
b
o
w 

s
e
r
p
e
n
t
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
注

１

）

は
、
大
空
の
中
に
水
を
飲
む
た
め
に
大
地
か
ら
現
れ
て
く
る
。
」
、
同
じ
く
西

海
岸
地
方
の
エ
ウ
エ
語
族
（
E
w
e
-
s
p
e
a
k
i
n
g
t
r
i
b
e
s
）
の
「
虹
蛇
は
そ
の
尾
で

も
っ
て
海
中
に
立
ち
あ
が
り
、
そ
れ
が
現
れ
て
く
る
と
き
に
は
、
身
を
屈
曲

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

注

2

）

さ
せ
て
水
を
飲
む
の
で
あ
る
。
」
、
と
共
通
す
る
が
、
沖
縄
（
新
城
島
・
与
那

国
島
）
の
場
合
は
、
「
水
」
の
中
で
も
、
特
に
「
雨
」
を
飲
む
の
で
あ
る
。
こ

こ
に
特
色
が
あ
る
。
『
南
島
歌
謡
大
成
』
を
閲
す
る
と
、
そ
の
中
に
多
く
の

「
雨
乞
い
」
の
歌
謡
に
逢
う
が
、
こ
れ
ら
島
民
の
祈
り
と
は
逆
に
、
そ
の
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
意
味
合
い
（
雨
を
食
う
）
を
〈
ニ
ジ
〉
に
感
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
雨
が
晴
れ
上
が
る
時
に
、
〈
ニ
ジ
〉
が
出
現
す
る
こ
と
の
矚
目
に
よ
る
発

想
で
あ
ろ
う
か
。
（
石
垣
島
の
も
の
が
普
遍
的
で
あ
る
。
）

　

第
一
形
式
の
〈
ニ
ジ
〉
は
、
「
ニ
ジ
（
古
語
ヌ
ジ
）
の
語
源
を
、
蛇
類
の
総

　
　
　
　
　
　

（

注

3

）

称
と
推
断
し
た
ナ
ギ
（
ナ
ジ
）
に
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
元
稿
中
縷
々

考
証
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
容
れ
、
前
蹤
資
料
1

〜
2
1
と
比
照
し
、
「
天
の
蚯

蚓
＝
チ
ネ
ー
ミ
マ
ン
チ
イ
」
を
親
族
的
発
想
と
す
れ
ば
、
概
ね
シ
ベ
リ
ア
・

古
代
中
国
・
朝
鮮
等
の
〈
ニ
ジ
＝
虹
蜺
〉
観
と
共
通
す
る
よ
う
で
あ
る
。
そ

し
て
、
結
局
は
、
太
古
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
〈
ニ
ジ
〉
観
に
吸
収
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

注

4

）

う
る
性
質
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
第
一
形
式
の
〈
ニ
ジ
〉
は
、
語
源
的

に
は
、
古
代
日
本
本
土
の
〈
ニ
ジ
≒
ノ
ジ
〉
に
関
す
る
田
村
宏
氏
の
朝
鮮

（
注
5
）

語
源
説
と
共
通
語
圏
的
に
相
容
認
さ
れ
う
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
し
て
、

当
然
こ
れ
ら
二
者
─
沖
縄
・
朝
鮮
・
日
本
本
土
の
─
〈
ニ
ジ
〉
は
、
漢

字
渡
来
以
前
か
ら
の
も
の
で
、
渡
来
以
後
も
、
中
央
に
お
け
る
一
部
有
文
字

階
級
の
人
々
を
除
く
一
般
無
文
字
階
級
の
人
々
の
間
、
ま
た
は
、
漢
字
は
知
っ

て
い
て
も
、
中
国
古
来
の
抱
合
概
念
を
知
ら
ず
、
た
だ
機
械
的
に
〈
ニ
ジ
〉

を
〈
虹
〉
の
漢
字
に
置
き
換
え
た
だ
け
の
人
々
の
間
で
は
、
〈
虹
〉
の
抱
く
概

念
で
あ
る
、
「
日
旁
気
」
と
か
「
暈
」
（
5
参
照
）
は
含
ん
で
い
な
か
っ
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

注

6

）

　
　
　

と
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
、
漢
語
の
〈
虹
〉
は
コ
ウ
〔
K
o
〓
〕
で
あ
り
、
わ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

注

7

）

国
北
方
の
ア
イ
ヌ
語
で
は
、
「
ラ
ヨ
チ
（
r
a
y
o
c
h
i
）
」
で
あ
る
か
ら
、
ま
さ
に

異
質
で
あ
る
。
「
ラ
ヨ
チ
」
は
「
オ
ロ
チ
」
（
＝
大
蛇
）
と
同
根
か
も
知
れ
な

い
と
す
れ
ば
、
宮
良
説
沖
縄
第
二
形
式
中
の
「
テ
イ
ン
バ
ウ
」
（
＝
天
蛇
）
と

合
流
し
よ
う
。
『
和
名
抄
』
に
見
え
現
在
も
勢
力
を
張
っ
て
い
る
「
ヘ
ビ
」
の

原
形
─
M
〓
B
音
相
通
─
「
倍
美
（
ヘ
ミ
）
」
は
、
ま
た
別
系
で
あ
ろ

う
。
同
一
物
に
対
し
て
か
く
種
々
な
語
の
存
す
る
の
は
、
日
本
本
土
の
民
族

と
言
え
、
数
十
万
年
の
間
に
は
、
種
々
な
種
族
が
、
重
層
・
累
層
を
含
め
て

錯
綜
し
て
存
在
し
て
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

─
─
─
─
─
─
─
─

　

さ
て
、
こ
の
〈
ニ
ジ
〉
語
と
沖
縄
文
藝
と
の
関
連
で
あ
る
が
、
沖
縄
の
有

名
な
狩
俣
の
「
創
始
神
話
」
に
「
ン
マ
テ
ダ
（
母
天
太
）
と
い
う
母
神
が
、

毎
夜
枕
上
に
ひ
と
り
の
青
年
が
座
る
と
夢
見
、
懐
妊
す
る
。
そ
の
後
そ
の
青

年
の
素
姓
を
知
ろ
う
と
し
て
、
そ
の
右
肩
に
糸
の
つ
い
た
針
を
刺
し
て
お
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
が
大
蛇
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
そ
の
後
、
数
ヵ
月
し
て

彼
の
予
言
の
通
り
男
の
子
が
生
ま
れ
る
が
、
そ
の
朝
、
大
蛇
は
七
光
を
放
っ

て
天
上
に
舞
い
上
が
っ
て
消
え
た
。
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
こ
の
大
蛇
の
生
態

は
ま
さ
し
く
〈
天
蛇
〉
で
あ
り
〈
ニ
ジ
〉
語
の
原
内
容
で
あ
る
。

五
五
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し
か
し
、
沖
縄
文
藝
中
、
本
格
的
な
も
の
で
、
王
朝
文
化
の
花
と
目
さ
れ
、

沖
縄
の
万
葉
と
も
呼
ば
れ
る
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
は
と
見
る
と
、
仲
原
善
忠
・

外
間
守
善
共
著
『
お
も
ろ
さ
う
し
辞
典
・
総
索
引
』
（
昭
5
3
、
角
川
書
店
）
を

閲
し
た
所
で
は
、
第
一
・
二
・
三
形
式
と
も
総
て
登
場
し
て
い
な
い
。
そ
の

流
れ
を
汲
む
（
比
較
的
新
し
い
）
琉
歌
に
は
わ
ず
か
に
（
2
首
）
見
ら
れ
る
。

（　

参
照
）　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
本
土
の
万
葉
・
勅
撰
和
歌
集
を
考
え
る
上

に
興
味
あ
る
比
考
事
実
で
あ
る
。

（
注
1
）
（
注
2
）
フ
ン
ク
・
ワ
グ
ネ
ル
両
者
著
前
掲
辞
書
。
資
料
3
5
。

（
注
3
）
「
三
分
観
の
一
考
察
─
平
良
市
狩
俣
の
事
例
─
」
（
『
琉
大
史
学
』
第

　
　

4
号
、
昭
4
8
・
6
）

（
注
3
）
「
ナ
ギ
」
は
、
「
ナ
ガ
（
長
）
キ
」
も
の
を
表
す
語
根
で
、
「
ナ
ガ
（
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
ウ
）

　
　

シ
」
、
「
ナ
ガ
（
流
）
ル
」
、
「
ナ
ガ
（
眺
）
ム
」
、
「
ナ
ガ
（
長
）
蟲
」
、
「
ム
ナ

　
　

ギ
」
の
語
を
得
る
と
い
う
。
（
宮
良
説
）
「
ク
チ
ナ
ハ
」
、
「
ナ
ブ
サ
」
（
私
解

　
　

─
ナ
ガ
フ
サ
の
略
か
）
も
同
類
か
。
─
　柳

田
国
男
「
青
大
将
の
起
源
」

　
　

参
考
。
ま
た
柳
田
国
男
に
よ
る
と
、
ヌ
ジ
・
ノ
ジ
・
ニ
ュ
ウ
ジ
・
ミ
ョ
ウ
ジ

　
　

等
種
　々

本
土
に
お
け
る
地
方
音
を
あ
げ
つ
つ
、
中
央
で
確
立
し
た
〈
ニ
ジ
〉

　
　

の
方
が
新
し
い
、
す
な
わ
ち
、
「
ニ
ジ
が
一
番
古
い
言
葉
で
無
い
と
云
う
事
は

　
　

可
成
有
力
に
了
解
さ
れ
る
。
」
と
い
い
、
そ
れ
ら
（
複
雑
な
音
）
は
五
十
音
図

　
　

を
定
め
る
時
に
整
理
さ
れ
〈
ニ
ジ
〉
と
な
り
、
中
央
で
見
ら
れ
な
い
様
な
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

　

、

　

、

　

、

　

、

　

、　

、

　

、

　
　

の
存
在
は
整
理
さ
れ
な
か
っ
た
地
方
に
残
っ
て
い
る
も
の
だ
─
と
い
う
。

　
　

「
虹
の
語
音
変
化
な
ど
」
・
「
国
語
史
論
」
（
『
柳
田
国
男
全
集
』
所
収
）

（
注
4
）
宮
良
當

壯作
沖
縄
諸
島
に
お
け
る
ニ
ジ
語
変
化
状
態
表
。

　
　

な
お
、
久
徳
高
文
「
憶
吉
南
波
記
」
の
〈
虹
雲
の
間
〉
中
に
、
「
沖
縄
都
ホ
テ

　
　

ル
地
下
一
階
の
宴
会
場
の
一
つ
は
、
「
虹
雲
の
間
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
　

こ
の
「
虹
雲
」
の
漢
字
の
部
分
に
ロ
ー
マ
字
で
「
N
U
J
I
G
U
M
O
」
と
書
き
添

　
　

え
て
あ
っ
た
。
我
と
我
が
目
を
疑
っ
て
幾
た
び
も
見
直
し
た
け
れ
ど
、
「
N
U
J
I
」

　
　

は
「
N
U
J
I
」
で
あ
っ
て
、
け
っ
し
て
「
N
I
J
I
」
で
は
な
か
っ
た
。
万
葉
集
に

五
六

　
　

た
だ
一
語
だ
け
伝
わ
る
東
国
の
古
代
方
言
が
、
沖
縄
で
は
り
っ
ぱ
に
現
代
語

　

と
し
て
通
用
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
時
間
と
空
間
を
大
き
く
越

　
　

え
た
み
ご
と
な
一
致
が
存
在
す
る
。
本
土
と
南
島
の
間
を
つ
な
ぐ
一
筋
の
連

　

帯
の
糸
の
確
か
さ
に
打
た
れ
ず
に
は
居
ら
れ
な
か
っ
た
。
」
と
も
あ
る
。
（
『
そ

　
　

の
て
あ
』
7
号
、
昭
和
5
8
・
4
、
久
波
奈
古
典
籍
刊
行
会
）

（
注
5
）

金
沢
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
『
研
究
論
集
』
三
号
（
昭
5
2
・
3
）
所
収

　
　

「
虹
〈
ニ
ジ
〉
は
大
和
こ
と
ば
か
─
古
代
日
本
語
の
鼻
音
に
み
ら
れ
る
一
現

　

象
の
か
か
わ
り
─
」
中
「
日
本
上
代
語
の
n
i
z
i
〜
n
u
z
i

（
ひ
い
て
は
現
代

　
　

語
の
「
に
じ
」
）
は
中
期
朝
鮮
語
─
現
代
文
献
に
よ
っ
て
た
し
か
め
る
こ
と
の

　
　

で
き
る
最
古
の
朝
鮮
語
（
十
五
世
紀
以
後
）
─
の
資
料
に
m
u
j
i
g
a
i
と
し
て

　
　

あ
ら
わ
れ
る
語
を
借
用
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

（
注
6
）
康
凞

字
典
に
、
「
唐
韻
」
戸
公
ノ
切
、
「
集
韻
、
韻
會
、
正
韻
」
胡
公
ノ
切

　
　

从
音
洪
─
と
あ
る
。

（
注
7
）
『
蝦
夷
語
箋
』
『
バ
チ
ェ
ラ
─
ア
イ
ヌ
英
和
辞
典
』
に
よ
る
。
「
ニ
シ

　
　

（
n
i
s
h
i
）
」
も
あ
る
が
こ
れ
は
、
雲
・
天
・
空
の
意
味
で
あ
る
。

（
補
注
）
昭
和
七
年
十
二
月
『
金
沢
博
士
還
暦
記
念　

東
洋
語
学
の
研
究
』
（
三
省
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堂
）
中
に
、
宮
良
当
壮
「
虹
の
語
学
的
研
究
」
が
見
え
る
が
、
そ
の
冒
頭
に

　
「
『
國
學
院
雑
誌
』
（
第
三
十
一
巻
第
八
号
）
に
発
表
し
た
『
虹
考
』
を
改
題
し

て
送
る
こ
と
に
し
た
。
訂
正
し
た
の
は
、
要
す
る
に
新
資
料
の
挿
入
と
説
明

の
方
法
で
あ
っ
て
、
考
え
方
が
違
っ
た
訳
で
な
い
こ
と
を
、
断
っ
て
置
き
た

い
。
」
と
あ
る
。

392

昔
、
人
間
は
巣
出
水
を
浴
び
て
脱
皮
し
た
。
天
の
神
の
太
陽
が
ひ
ば
り
に
巣
出

水
を
運
ば
せ
る
と
、
途
中
で
虹
が
現
れ
て
、
巣
出
水
を
奪
っ
て
捨
て
て
し
ま
う
。

太
陽
と
月
が
虹
を
し
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
か
ら
虹
は
太
陽
を
避
け
て
太
陽
の
反

対
の
方
向
に
現
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ひ
ば
り
は
太
陽
に
し
ぼ
ら
れ
て
小
さ
く
な
っ

た
。
（
ゆ
が
た
い
三
P
5
池
間
島
P
4
）

私
註
〔
一
〕
池
間
島
の
昔
話
〔
二
〕
平
良
市
池
間
島
〔
三
〕
動
物
昔
話
「
ひ

ば
り
と
若
水
」
の
類
話
〔
四
〕
？
〔
五
〕
語
り
＝
平
良
市
池
間
島
・
女
〔
六
〕

『
日
本
昔
話
通
観
』
2
6
「
沖
縄
」
（
1
9
8
3
、
同
朋
社
出
版
）
〔
七
〕
P
8
0
8

〔
考
〕
動
物
昔
話
の
類
話
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
〈
虹
〉
も
古
代

的
認
識
た
る
「
動
物
的
存
在
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。　

中
の
、
第
三
形

式
の
変
形
─
巣
出
水
を
「
飲
む
」
の
で
な
く
、
「
奪
っ
て
捨
て
て
し
ま
う
」

─
で
あ
ろ
う
。
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お
も
て
花
咲
か
ち
艫
に
虹
引
か
ち
か
れ
よ
し
の
お
船
の
走
る
が
き
よ
ら
さ　

a

か
き
曇
て
降
た
る
雨
や
う
ち
は
れ
て
慶
良
間
渡
に
か
か
る
虹
の
き
よ
ら
さ　

b

私
註
〔
一
〕
琉
歌
〔
二
〕
a
＝

13
l
「
節
組
の
部
」
〈
か
ぎ
や
で
風
節
〉
、
b

＝
1
4
7
9
「
吟
詠
の
部
」
〈
夏
の
歌
〉
〔
三
〕
琉
球
歌
（
定
型
＝
八
八
《
上
句
》

八
六
《
下
句
》
）
〔
五
〕
a
＝
読
人
し
ら
ず　

b
＝
山
里
永
昌
〔
六
〕
島
袋
盛

敏
著
『
琉
歌
大
観
』
（
昭
和
3
9
、
博
栄
社
）
〔
七
〕
a
＝
P
4　

b
＝
P
3
4
0

〔
八
〕
〈
虹
〉
は
ニ
ジ
と
発
音
。
「
『
虹
』
は
、
歌
の
場
合
は
ニ
ジ
と
い
う
け
れ

ど
、
口
語
で
は
ヌ
ー
ジ
と
い
う
。
」
、
ま
た
「
『
慶
良
間
渡
』
は
慶
良
間
渡
の
島

と
那
覇
の
間
の
海
。
慶
良
間
の
沖
。
」
（
著
者
筆
b
の
《
語
意
》
）　

比
嘉
春
潮

の
序
に
「
琉
歌
と
組
踊
は
沖
縄
の
標
準
語
で
あ
っ
た
首
里
語
を
基
盤
に
発
展

し
て
来
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
れ
で
琉
歌
を
読
み
琉
歌
を
歌
う
に

は
首
里
語
の
発
音
に
よ
る
の
が
正
し
い
伝
統
で
あ
る
」
と
あ
る
。
a
b
共
、

『
南
島
歌
謡
大
成
Ⅱ
』
中
、
「
参
考
資
料　

琉
歌
全
集
」
中
に
も
再
録
。
a
の

歌
は
、
航
海
の
安
全
を
祝
慶
す
べ
く
国
王
の
前
で
も
奏
し
た
（
「
か
ぎ
や
で
風

節
」
注
）
。
著
者
に
よ
る
《
歌
意
》
は
、

a
＝
「
船
の
進
む
へ
さ
き
の
方
に

は
、
白
波
を
蹴
立
て
て
、
真
白
い
花
を
咲
か
せ
、
艫
の
方
に
は
波
の
し
ぶ
き

が
、
日
の
光
を
う
け
て
、
七
色
の
美
し
い
虹
を
ひ
か
せ
、
め
で
た
い
航
海
の

船
の
走
る
光
景
は
、
実
に
み
ご
と
で
あ
る
。
」
b
＝
「
一
天
に
わ
か
に
か
き
く

も
っ
て
、
滝
の
よ
う
に
降
っ
た
雨
は
、
さ
っ
と
晴
れ
て
、
慶
良
間
渡
の
沖
に

か
か
っ
た
虹
が
、
絵
に
か
い
た
よ
う
に
美
し
い
。
」

〔
考
〕
a
b
共
、
結
句
に
「
き
よ
ら
さ
」
を
置
き
、
「
古
代
臭
」
＝
蛇
性
、
は

か
な
り
薄
め
ら
れ
て
い
る
。
a
の
「
虹
引
か
ち
」
の
「
引
か
ち
」
に
残
映
を

見
れ
ば
見
ら
れ
る
、
と
い
う
程
度
で
あ
る
。
ま
し
て
古
代
中
国
的
凶
祥
・
妖

祥
的
享
受
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

　

こ
れ
は
、
琉
歌
の
全
盛
期
が
、
1
7
C
中
頃
か
ら
1
9
C
初
め
頃
で
あ
っ
た
こ

と
に
も
よ
ろ
う
。

五
七
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394に
る
や
さ
き

か
な
や
さ
き

す
い
の
も
と

す
い
の
わ
き

う
め
き
い
ぢ
へ
る

さ
め
き
い
ぢ
へ
る

ま
し
に
や
こ
う

し
ら
に
や
こ
う

雨
つ
ゝ
で

し
る
つ
ゝ
で

天
ぢ
を
み
や
に

あ
め
ぢ
ま
み
や
に

白
雲

の
ぢ
く
も
に

雨
つ
ゝ
で

し
め
い
き
や
ち
へ

て
る
か
は

つ
き
し
る

あ
ま
が
わ
ら

て
に
が
わ
ら
押
分
け
て

波
路
押
わ
け
て

し
る
田
は
る

し
の
み
ば
る　

降
り
下
ち
へ
た
ば
う
れ

ニ
ル
ヤ
崎

カ
ナ
ヤ
崎

す
い
の
元

す
い
の
脇

う
め
き
出
で
る

さ
め
き
出
で
る

ま
し
に
や
こ
う

し
ら
に
や
こ
う

雨
を
包
ん
で

し
る
〈
雨
〉
を
包
ん
で

天
地
御
庭
に

天
地
真
庭
に

白
雲
に

虹
雲
に

雨
を
包
ん
で

し
め
出
だ
し
て

テ
ル
カ
バ
〈
太
陽
〉

ツ
キ
シ
ル
〈
月
〉

天
川
原

天
川
原
を
押
し
分
け
て

波
路
を
押
し
分
け
て

立
派
な
田
原

立
派
な
実
原
〈
田
〉
降
り
降
ろ
し

て
下
さ
い

五
八

私
註
〔
一
〕
ウ
ム
イ
（
『
琉
球
国
由
来
記
』
）
〔
二
〕
此
時
〔
稀
に
早
魃
の
時
〕

の
御
唄
（
渡
嘉
敷
間
切
）
〔
三
〕
南
島
古
謡
〔
四
〕

17
1

3

年
（
＝
成
立
時
）
以

前
〔
五
〕
？
〔
六
〕
外
間
守
善
・
玉
城
政
美
編
『
南
島
歌
謡
大
成
』
─
Ⅰ
沖

縄
篇
上
─
（
昭
5
5
、
角
川
書
店
）
〔
七
〕
P
352
〔
八
〕
同
工
異
曲
の
も
の

が
、
『
渡
嘉
敷
間
切
由
来
記
』
（
P
3
5
3
）
に
あ
り
、
〈
ニ
ジ
〉
の
所
は
、
「
く
ち

く
も
に
」
（
＝
く
ち
雲
〈
虹
雲
〉
に
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
工
の
も
の

が
、
座
間
味
村
ウ
ム
イ
に
も
あ
る
。
た
だ
し
、
〈
ニ
ジ
〉
は
、
漢
字
で
「
虹
」

と
な
っ
て
い
る
。

〔
考
〕
本
資
料
中
の
、
「
の
ぢ
」
は
、
「
白
雲
」
と
対
比
・
並
列
し
て
使
わ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
「
の
ぢ
く
も
」
と
熟
し
た
語
で
、
「
の
ぢ
」
は
独
立
し
た
用

法
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
「
く
も
」
の
形
容
的
用
法
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
す
な
わ
ち
、
色
彩
に
お
け
る
「
白
」
の
対
比
で
、
鮮
や
か
な
幾
色
の
「
虹

色
に
映
え
た
雲
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ウ
ム
イ
の
内
容
が
、
国
の
由
来

ま
た
は
旱
魃
の
時
の
雨
乞
い
、
に
か
か
わ
る
祝
詞
的
な
も
の
で
、
表
音
も
「
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
ぢ

　
　
　

　
　

の
ぢ

ぢ
」
と
古
態
を
保
っ
て
お
り
、
こ
の
〈
虹
色
〉
の
〈
虹
〉
の
中
に
、
遠
き
世

の
蛇
的
・
蚯
蚓
的
認
識
（
＝　

参
照
）
が
、
か
す
か
な
が
ら
無
意
識
下
に
潜

ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
次
資
料　

も
、
〈
ニ
ジ
〉
に
関
し
て
は
、
ほ
ぼ
同
様

で
あ
ろ
う
。
『
渡
嘉
敷
間
切
由
来
記
』
（
P
3
5
3
）
中
の
「
く
ち
く
も
」
は
、
国

語
学
的
に
は
、
宮
良
当
壮
の
沖
縄
諸
島
に
お
け
る
ニ
ジ
語
変
化
表
（　

注
4
）

に
も
見
当
た
ら
ず
、
不
詳
で
あ
る
。

一二三四

395

39 1

し の あ て
ら ず めに
く ゥ がが
も く う う
の もへ へ
　のや や
ま の

し
ち
ャ

391

395

天
の
上
は

あ
め天

の
上
は

虹
雲
の

白
雲
の
真
下

、
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く
に
ぽ
ぎ
は

か
ぱ
し
ヤ
ぎ
は　

う
ゑ
て

う
ゑ
て
み
ち
ヤ

う
ゑ
て
よ
か　

な
れ
ば

し
ら
に
さ
ち

あ
か
に
さ
ち

う
ゑ
た
こ
と

し
ら
ひ
げ
は
さ
ち

お
れ
じ
も
が
な
れ
ば

わ
か
な
つ
が
な
れ
ば

し
ろ
か
ば
が
む
ゝ
ら

も
ゝ
す
ウ
ち
ユ
み
す
ウ
ち
ユ
で

や
そ
そ
ち
ユ
み
そ
ち
ユ
で

お
し
ふ
ど
ち

お
し
あ
け
て
み
れ
ば

き
ヨ
ら
や 

〓

お
ろ
く
や
ウ
い

ま
だ
ま
や
ウ
い

九
年
母
木
を

香
ば
し
木
を
植
え
て

植
え
て
三
日

植
え
て
四
日
に
な
る
と

白
根
が
差
し
て

赤
根
が
差
し
て

植
え
た
の
で

白
鬚
が
差
し
て

お
れ
じ
も
〈
初
夏
〉
に
な
る
と

若
夏
に
な
る
と

し
ろ
か
ば
が
む
む
ら

百
包
み
に
包
ん
で

八
十
包
み
に
包
ん
で

押
し
解
い
て

押
し
開
け
て
見
る
と

清
ら
や
清
ら
や

お
ろ
く
や
う
い

真
玉
や
う
い

私
註
〔
一
〕
ウ
ム
イ
（
『
諸
間
切
の
ろ
く
も
い
の
お
も
り
』
〔
二
〕
テ
ン
カ
ウ

ヘ
ノ
ブ
シ
（
金
武
間
切
）
〔
三
〕
南
島
古
謡
〔
四
〕

1
8

9
5

？
（
＝
成
立
時
）
以

前
〔
五
〕
？
〔
六
〕
外
間
守
善
・
玉
城
政
美
編
『
南
島
歌
謡
大
成
』
─
Ⅰ
沖

縄
篇
上
ー
（
昭
5
5
、
角
川
書
店
）
〔
七
〕
P
3
6
3
〔
八
〕
二
三
行
〜
四
五
行
略
。

〔
考
〕
二
二
行
目
の
「
真
玉
」
に
、
遠
く
「
の
ず
ゥ
く
も
」
の
〈
虹
〉
が
響
い

て
い
る
こ
と
に
注
意
。
玉
を
抱
く
龍
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
り
古
代
色
が
濃
い
。
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ふ
の
時
な
ふ
ち

な
ま
の
と
き
な
ふ
ち

1

あ
ま
の
み
つ
ら
し
か

　
　
　
　
　
　

て
こ
の
み
つ
ら
し
か

2

あ
め
乞
て
お
れ
ろ

い
ふ
乞
て
お
れ
ろ

天
の
み
や
の
か
う
し
や
し
ゆ

あ
め
の
み
や
の
か
う
じ
や
ま
へ

ち
ろ
や
大
司

か
な
〔
や
若
〕
司

雨
ふ
ら
ち
た
ま
ふ
れ

い
ふ
ふ
ら
ち
へ
た
ま
ふ
れ

井
口
ひ
ろ
く
あ
け
て

井
は
な
ひ
ろ
く
あ
け
て

あ
め
の
は
し
掛
て

く
れ
の
は
し
掛
て

か
う
し
や
し
ゆ

か
う
じ
や
ま
へ
と

と
ゑ

ゑ
り
ぢ
よ　

あ
わ
せ
め
し
よ
わ
ち
へ

雨
お
ろ
ち
へ
た
ま
ふ
れ

い
ふ
お
ろ
ち
へ
た
ま
ふ
れ

あ
は
す
風
乞
ぬ

し
き
よ
と
風
乞
ぬ

や
は
〓
と
た
ま
ふ
れ

今
日
の
時
を
直
し
て　

…
…
ａ

今
の
時
を
直
し
て

天
の
珍
ラ
シ
が

テ
コ
の
珍
ラ
シ
が

雨
を
乞
う
て
降
り
る

い
ぶ
〈
雨
〉
を
乞
う
て
降
り
る

天
の
庭
の
カ
ウ
ジ
ヤ
主

天
の
庭
の
カ
ウ
ジ
ヤ
前

ヂ
ロ
ヤ
大
司

カ
ナ
ヤ
若
司

雨
を
降
ら
し
て
下
さ
い

い
ぶ
を
降
ら
し
て
下
さ
い

井
口
を
広
く
開
け
て

井
端
を
広
く
開
け
て

雨
の
橋
を
掛
け
て

く
れ
〈
雨
〉
の
橋
を
掛
け
て

カ
ウ
ジ
ャ
主

カ
ウ
ジ
ヤ
前
と

十
声

御
声
を
合
わ
せ
な
さ
っ
て

雨
を
降
ろ
し
て
下
さ
い

い
ぶ
を
降
ろ
し
て
下
さ
い

あ
ば
す
風
は
乞
わ
な
い

し
き
よ
と
風
は
乞
わ
な
い

柔
々
と
下
さ
い

五
九



茂恭野荻

八七六
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な
ご
〓
と
た
ま
ふ
れ

み
ま
ふ
や
う
ち
へ
た
ま
ふ
れ

や
し
な
や
う
ち
へ
た
ま
ふ
れ

＊
1
・
2　

仲
原
善
忠
に
よ
る
読
み
は

い
し
た
う
ね
御
た
か
へ

か
な
た
う
ね
御
た
か
へ

あ
ま
の
き
み
か
な
し

て
こ
〔
の
〕
き
み
か
な
し

天
の
み
や

あ
め
の
み
ゃ

か
う
じ
や
し
ゆ

か
う
じ
や
ま
へ

ち
ろ
や
大
司

か
な
や
わ
か
司

あ
ま
の
は
し
掛
よ
わ
ち
へ

く
れ
の
は
し
掛
よ
わ
ち
へ

ゑ
り
ぢ
よ

と
こ
ゑ　

あ
わ
せ
め
し
や
う
ち

井
は
な
ひ
ろ
く
あ
け

井
口
ひ
ろ
く
あ
け
よ
わ
ち
へ

い
ぶ
お
ろ
ち
へ
た
ま
ふ
れ

雨
お
ろ
ち
へ
た
ま
ふ
れ

あ
ん
じ
お
そ
い
か
田
原

さ
と
ぬ
し
か
み
と
り

水
ふ
し
や
に
わ
れ
て

い
ぶ
ふ
し
や
に
わ
れ
て

三
か
ひ
て
は
と
う
さ

四
か
ひ
て
は
ま
と
う
さ

　

和
々
と
下
さ
い

　

見
守
り
な
さ
っ
て
下
さ
い

　

養
い
な
さ
っ
て
下
さ
い

「
う
」
。石

た
う
根
御
崇
べ

金
た
う
根
御
崇
べ

天
の
君
加
那
志

て
こ
の
君
加
那
志

天
の
庭
の

天
の
庭
の

カ
ウ
ジ
ヤ
主

カ
ウ
ジ
ヤ
前

ヂ
ロ
ヤ
大
司

カ
ナ
ヤ
若
司

…
…
ｂ

雨
の
橋
を
掛
け
な
さ
っ
て

く
れ
〈
雨
〉
の
橋
を
掛
け
な
さ
っ
て

御
声

十
声
を
合
わ
せ
な
さ
っ
て

井
端
を
広
く
開
け

井
口
を
広
く
開
け
な
さ
っ
て

い
ぶ
〈
雨
〉
を
降
ろ
し
て
下
さ
い

雨
を
降
ろ
し
て
下
さ
い

按
司
添
い
の
田
原
が

里
主
の
実
取
り
〈
田
〉
が

水
欲
し
さ
に
割
れ
て

い
ぶ
欲
し
さ
に
割
れ
て

三
日
と
い
え
ば
遠
い

四
日
と
い
え
ば
間
違
い

二
五
夜
く
れ
の
ふ
に
た
ま
ふ
れ

二
六　

夜
す
ゞ
め
た
ま
ふ
れ

七六五四三ニー○

一一一一一一一一
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二二二二二二二二

（
二
七
〜
一
一
九
略
）

あ
は
す
風
お
と
ろ
し
や

し
き
よ
と
風
や
く
め
さ

や
は
〓
と
た
ま
ふ
れ

な
こ
〓
と
た
ま
ふ
れ

あ
ふ
し
越
た
ま
ふ
れ

あ
せ
ら
越
た
ま
ふ
れ

み
ま
ふ
や
う
ち
へ
た
ま
ふ
れ

や
し
な
や
う
ち
へ
た
ま
ふ
れ

六
〇

夕
暮
れ
に
下
さ
い

夕
し
じ
ま
に
下
さ
い

あ
ぱ
す
風
は
恐
ろ
し
い

し
き
よ
と
風
は
畏
い

柔
々
と
下
さ
い

和
々
と
下
さ
い

畦
を
越
え
る
ほ
ど
下
さ
い

畔
を
越
え
る
ほ
ど
下
さ
い

見
守
り
な
さ
っ
て
下
さ
い

養
い
な
さ
っ
て
下
さ
い

私
註
〔
一
〕
ク
ェ
ー
ナ
（
＝
ａ
）
・
オ
タ
カ
ベ
（
＝
ｂ
）
（
『
久
米
仲
里
旧
記
』

（

＝a
b
共
）
〔
二
〕

ａ
＝「
右
同
時
〔
大
雨
乞
之
時
〕
同
所
〔
い
し
た
う
ね
〕

二
而
く
い
に
や
（
仲
里
間
切
儀
間
村
）　

ｂ
＝
「
い
し
た
う
ね
雨
乞
御
た
か
へ

言
（
仲
里
間
切
儀
間
村
）
〔
三
〕
南
島
古
謡
〔
四
〕
1
7
0
3
年
頃
（
成
立
時
）
以

前
〔
五
〕
？
〔
六
〕
外
間
守
善
・
玉
城
政
美
編
『
南
島
歌
謡
大
成
』
─
Ⅰ
沖

縄
篇
上
─
（
昭
5
5
、
角
川
書
店
）
〔
七
〕
ａ
＝
P
1
7
2

　

ｂ
＝
P
6
0
・
6
1
・
6
2

〔
八
〕
ｂ
は
二
七
行
〜
＝
九
行
略

〔
考
〕　

─
ａ
ｂ
に
は
、
直
接
〈
ニ
ジ
〉
の
語
は
出
て
い
な
い
が
、
〈
あ
め

の
は
し
〉
〈
あ
ま
の
は
し
〉
〈
く
れ
の
は
し
〉
等
が
、
そ
れ
に
当
た
ろ
う
。
〈
ニ

ジ
〉
に
関
し
て
の
「
見
立
て
」
表
現
で
あ
り
、
比
較
研
究
資
料
（
18
22
27

等
）
で
見
て
き
た
通
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
散
在
し
て
い
る
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

〈
ニ
ジ
〉
を
、
R
a
i
n
-
b
o
w
〈
雨
の
弓
〉
と
し
た
、
イ
ン
ド
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
属
的

享
受
と
様
式
的
に
は
同
類
で
あ
ろ
う
。
『
南
島
歌
謡
大
成
Ⅰ
』
中
の
外
間
守
善



虹と日本文藝(九)

の
解
説
に
よ
る
と
「
オ
タ
カ
ベ
・
ク
ェ
ー
ナ
・
ウ
ム
イ
共
、
沖
縄
原
始
・
古

代
に
お
け
る
呪
術
的
詞
章
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
農
耕
儀
礼
の
周
辺
に
そ
の
発

生
の
基
盤
を
置
く
。
オ
タ
カ
ベ
が
呪
術
的
生
命
を
消
滅
さ
せ
て
い
っ
た
の
に

ひ
き
か
え
、
ク
ェ
ー
ナ
・
ウ
ム
イ
は
、
ウ
タ
フ
コ
ト
（
謡
い
）
、
マ
フ
コ
ト

（
舞
い
）
を
伴
い
つ
つ
、
詩
的
（
叙
事
歌
謡
的
）
発
展
を
み
た
も
の
」
（
稿
者

要
約
）
と
い
う
。
と
す
れ
ば
、394
395
396

は
、い
わ
ば
本
格
派
の
文
藝
で
あ
る

『
お
も
ろ
さ
う
し
』
・
「
琉
歌
」
（
＝

3
9
3

）
と
は
、
や
や
ズ
レ
た
次
元
に
お
い
て
、

本
土
の
文
藝
と
の
共
通
文
化
圏
的
視
座
を
設
定
し
て
み
る
の
も
面
白
か
ろ
う
。

397

　

虹
（
に
じ
）
①

む
ー
と
う
ぬ　

き
ん
ぬ
か
ね

わ
ー
が
た
め
ー

す
ー
ら
ぬ　

き
ん
ぬ
か
ね

い
や
ー
が
た
め

ととの
んん│

ぷぷぎ 虹
いい│

にかか

　

ででの じ　　
│

　

ききぎ
②

え え│
││
れれ

根
元
の
金
の
か
ね
は

私
の
た
め
だ

梢
の
金
の
か
ね
は

お
前
の
た
め
だ

虹
！　

虹
！

お
う
い
た
び
食
っ
て
消
え
な

お
う
い
た
び
食
っ
て
消
え
な

私
註
〔
一
〕
ユ
ン
グ
ト
ゥ
〔
二
〕
3
「
自
然
に
関
す
る
ユ
ン
グ
ト
ゥ
」
二
四
・

二
五
〔
三
〕
南
島
古
謡
〔
四
〕
古
代
〔
五
〕
？
〔
六
〕
田
畑
英
勝
・
亀
井
勝

信
・
外
間
守
善
編
『
南
島
歌
謡
大
成
』
─
Ⅴ
奄
美
篇
─
（
昭
5
4
、
角
川

書
店
）
〔
七
〕
ａ
＝
P
654
〔
八
〕
恵
原
義
盛
採
集
資
料
。
「
①
」
の
注
に
「
＊

虹
が
大
き
く
弧
を
描
い
て
鮮
や
か
に
立
つ
と
子
供
達
は
声
を
揃
え
て
歌
う
。
」
、

「
②
」
の
注
に
「
＊
虹
を
方
言
で
ノ
ー
ギ
と
い
う
。
と
ん
ぷ
い
は
蔓
生
無
花
果

で
美
味
の
実
の
も
の
と
中
が
空
に
な
っ
て
い
て
食
え
な
い
も
の
が
あ
る
。
と

ん
ぷ
い
は
名
瀬
の
方
言
で
、
名
瀬
市
の
中
で
も
根
瀬
部
で
は
ツ
ト
ン
マ
、
芦

花
部
で
は
チ
ッ
パ
と
い
う
風
に
名
が
違
う
（
名
瀬
＝
伊
津
部
の
も
の
─
寺

師
忠
夫
氏
よ
り
採
集
）
。
」
と
あ
る
。

〔
考
〕
①
の
〈
ニ
ジ
〉
が
、
樹
か
ら
た
つ
（
＝
霊
魂
の
昇
天
）
─
点
は
、
土

葬
民
俗
に
淵
源
を
も
ち
、
そ
れ
に
火
葬
民
俗
（
茶
毘
の
煙
の
昇
天
イ
メ
ー
ジ
）

が
加
担
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
211
中
、
「
夏
世
隆
」
説
話
な
ら
び
に
私
註

〔
考
〕
参
照
）　

さ
ら
に
、
外
国
の
古
代
に
散
在
し
て
い
た
、
「
虹
脚
埋
宝
」
信

仰
（
29
私
註
〔
考
〕
参
照
）
も
同
時
に
混
入
し
て
い
よ
う
。
②
は
、
し
か
と

は
わ
か
ら
な
い
が
、
台
湾
に
見
ら
れ
た
オ
ッ
ト
フ
的
な
も
の
（
22
私
註
〔
考
〕

参
照
）
の
う
ち
、
ア
ト
ハ
ン
（
浄
土
）
に
渡
れ
な
い
悪
玉
の
も
の
、
に
対
す

る
呪
い
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
「
お
い
し
い
果
物
を
や
る
か
ら
、
そ
れ
で
も

食
べ
て
、
機
嫌
よ
く
、
災
い
を
起
こ
さ
な
い
う
ち
に
早
く
消
え
て
く
れ
！
」

と
。
『
南
島
歌
謡
大
成
』
Ⅴ
中
の
、
外
間
守
善
の
解
説
中
に
、
「
ユ
ン
グ
ト
ゥ

は
、
奄
美
の
わ
ら
べ
歌
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
…
…
わ
ら
べ
（
子
供
）

が
歌
う
か
ら
わ
ら
べ
歌
と
い
う
の
だ
と
い
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、
、

少
な
く
と
も
そ
の
初
源
は
、
聖
な
る
言
葉
を
よ
む
こ
と
に
あ
る
は
ず
で
あ
り
、

　
　

、
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、
、

よ
む
言
葉
の
広
が
り
が
呪
い
の
た
め
の
言
葉
を
よ
む
よ
う
に
な
り
、
マ
ジ
ニ
ョ

イ
（
呪
い
言
）
と
も
重
な
り
あ
う
側
面
が
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
…
…

ユ
ン
グ
ト
ゥ
を
歌
い
伝
え
て
き
た
の
は
子
供
で
あ
る
が
、
ユ
ン
グ
ト
ゥ
そ
の

　
　
　

、
、

も
の
を
よ
ん
だ
主
体
は
、
か
な
ら
ず
し
も
子
供
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
」
と

あ
り
、
こ
の
言
が
身
に
滲
み
る
。
②
は
「
食
っ
て
」
と
動
物
生
態
的
描
写
。

六
一
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てかの
いた│
きなじ

虹

りさ　　
りちの

沖

　　│
永

　

てじ
良

　い
　部

き　
島

り
　
　

　り

虹
よ　

虹
よ

刀
を
さ
し
て
手
を
切
れ

手
を
切
れ

私
註
〔
一
〕
わ
ら
べ
歌
・
言
葉
遊
び
（
奄
美
）
〔
二
〕
2
「
虹
（
沖
永
良
部

島
）
〔
三
〕
南
島
古
謡
〔
四
〕
？
〔
五
〕
？
〔
六
〕
田
畑
英
勝
・
亀
井
勝
信
・
外

間
守
善
編
『
南
島
歌
謡
大
成
』
─
Ⅴ
奄
美
篇
─
（
昭
54
、
角
川
書
店
）

〔
七
〕
P
676
〔
八
〕
田
畑
英
勝
採
集
資
料
。

〔
考
〕
比
較
資
料
１
で
見
て
き
た
ご
と
く
、
中
国
古
代
の
『
詩
經
』
に
見
ら
れ

た
「
蝃
蝀
在
東　

莫
之
敢
指
」
と
質
的
に
同
類
で
、
日
本
の
各
地
に
見
ら
れ

る
「
虹
指
差
禁
忌
」
俗
信
が
根
底
に
流
れ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
隠

し
味
を
踏
ま
え
て
の
童
べ
歌
で
あ
ろ
う
。
神
を
も
お
そ
れ
ぬ
ヤ
ン
チ
ャ
な
子

供
等
の
（
虹
を
見
て
の
）
は
や
し
た
て
る
歓
声
が
一
読
聞
こ
え
て
く
る
よ
う

な
歌
で
あ
る
。
「
オ
レ
の
指
を
切
れ
る
も
の
な
ら
、
ヤ
ー
イ
、
切
っ
て
み
ろ
！
」

と
。

399

　
　
　
　
　

ア
メ
ノ
テ
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヤ　

グ
ミ
ノ
カ
ミ

ア
天
の
国
の
天
帝
が
、
イ
天
の
岩
柱
の
端
を
折
っ
て
弥
久
美
神
に
授
け
、
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
メ

界
の
風
水
の
よ
い
と
こ
ろ
に
島
を
造
れ
と
い
う
。
②
ア
弥
久
美
神
は
、
天
の

ユ
ノ
ズ
ノ
バ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

テ
ダ

夜
虹
橋
の
上
か
ら
海
に
そ
れ
を
投
げ
る
。
石
が
か
た
ま
り
島
に
な
る
。
イ
帝
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ　

イ　

ツ
ノ

赤
土
を
下
さ
せ
た
。
③
ア
古
意
角
と
い
う
男
神
に
、
下
界
に
下
り
、
人
の
世
を

六
二

立
て
て
守
護
神
に
な
れ
と
い
う
。
男
神
は
女
神
を
願
い
、
姑
依
玉
と
い
う
女
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

モ
リ
カ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヤ　

ソ
カ
ム
モ
モ
カ
ム

を
と
も
な
う
。
イ
二
神
は
、
盛
加
神
と
い
う
豪
力
の
神
の
ほ
か
八
十
神
百
神
を

と
も
な
い
、
天
の
夜
虹
橋
を
渡
り
、
七
色
の
綾
雲
に
乗
っ
て
下
界
近
く
来
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
メ

　
　

タ
テ
ボ
コ

天
の
神
の
国
か
ら
追
わ
れ
た
鬼
ど
も
が
邪
魔
す
る
。
盛
加
神
は
天
の
立
矛
で
な

　
　
　
　
　
　
　

ビ　

マ
ル
ノ
カ
ミ

ぎ
倒
そ
う
と
し
、
火
麻
呂
神
は
火
で
焼
き
殺
そ
う
と
し
、
天
干
瀬
神
は
大
雨
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヤ　

ツ
カ
ホ

降
ら
せ
て
流
し
す
て
よ
う
と
す
る
。
古
意
角
神
は
そ
れ
を
と
め
、
八
束
穂
の

シ
ロ
イ
イ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヤ
ツ
ギ　
　

イ
ロ

白
飯
を
た
ま
い
、
直
な
る
心
は
明
ら
け
く
輝
く
心
ぞ
と
宣
り
、
八
継
の
色
た
て

キ
ヌ衣

の
御
袖
で
な
で
る
と
、
鬼
も
神
の
心
を
現
し
、
皆
集
ま
っ
て
天
下
っ
た
。
エ

ピ
ヤ
ル
ミ
ズ
ア
メ
ク
ザ
キ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ム
ニ
ダ
ル
ノ
カ
ミ

漲
水
天
久
崎
に
宮
居
し
、
一
切
の
有
情
非
常
を
生
む
。
オ
二
神
は
、
宗
達
神
・

カ
ダ
マ

嘉
玉
と
い
う
男
女
の
神
を
生
む
。
（
以
下
略
）

私
註
〔
一
〕
慶
世
村
恒
任
『
宮
古
史
伝
』
（
昭
30
、
那
覇
、
南
陽
印
刷
合
資
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
し
ゆ
き

社
）
〔
二
〕
P
21
─
22
〔
三
〕
開
闢
神
話
〔
六
〕
小
島
瓔
礼
筆
「
琉
球
開
闢
神

話
の
分
布
と
比
較
」
（
『
日
本
神
話
と
琉
球
』
─
講
座
日
本
の
神
話
10
─

（
昭
和
52
、
有
精
堂
）
〔
七
〕
P
41
─
42

〔
考
〕
小
島
瓔
礼
に
よ
る
と
「
『
天
の
夜
虹
橋
』
は
、
む
し
ろ
（
記
紀
の
天
の

浮
橋
の
原
形
を
し
の
ば
せ
る
も
の
で
…
…
」
と
あ
る
が
、
世
界
各
地
の
古
代

に
お
い
て
、
数
多
の
「
橋
」
系
見
立
て
の
資
料
（
資
料
33
〔
考
〕
中
、
他
）

を
見
て
き
た
稿
者
の
目
に
も
そ
の
よ
う
に
映
る
。
資
料
391
中
に
見
え
る
「
宮

古
島
に
は
蛇
に
対
す
る
信
仰
が
大
い
に
行
わ
れ
い
る
」
と
絡
め
て
み
る
と
、

ア
メ　
　

ユ
ノ
ズ
ノ
パ
ス

「
天
の
夜
虹
橋
」
は
天
蛇
性
を
核
に
も
つ
、
い
わ
ゆ
る
二
次
的
認
識
た
る

「
橋
」
で
あ
ろ
う
。
記
紀
の
「
天
の
浮
橋
」
の
場
合
は
そ
れ
が
文
藝
化
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
『
源
氏
物
語
』
の
「
夢
の
浮
橋
」
や
定
家
の
名
歌
「
春
の
夜
の

夢
の
浮
橋
」
等
は
、
さ
ら
に
洗
練
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。



通　
　

考

　

〈
虹
〉
に
関
す
る
「
北
辺
」
と
「
南
島
」
の
共
通
項
は
、
「
動
物
」
的
認
識
で

あ
り
、
異
項
と
し
て
は
、
「
南
島
」
に
お
い
て
は
「
橋
」
型
が
み
ら
れ
、
「
北
辺
」

に
は
見
ら
れ
な
い
─
こ
と
で
あ
る
。

　

比
較
言
語
的
に
み
れ
ば
「
北
辺
」
と
「
南
島
」
は
、
ま
っ
た
く
異
質
で
あ
り
、

「
南
島
」
は
「
朝
鮮
半
島
」
と
な
ら
ん
で
大
和
系
で
あ
る
。

　

１
２
…
…
は
、

号
で
あ
る
。

『
椙
山
女
学
園
大
学
研
究
論
集
』
連
載
中
の
資
料
の
通
し
番

虹と日本文藝(九)

1

六
三


